
福島県産米使用

特別純米酒三春駒
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三春酒造株式会社のみなさん

三春酒造株式会社は、数年前に大ベテランの杜氏が引退
して新体制となって以降、蔵内全体の世代交代を進めて
いる真っ只中です。

美味しい日本酒が出来上がるよう、一丸となって毎日の作
業に取り組んでおります。
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＜より良いお酒を造るために＞

経験年数が浅い蔵人が多い中で、

現在秋田県より顧問の先生を招聘し技術指
導を頂いております。

南部杜氏流の酒造りをベースに、福島県の
蔵元同士で共有する高い醸造技術と秋田県
の製造技術を掛け合わせ、当社ならではの
酒造りを構築しているところです。

＜古今東北＞福島県産米使用 特別純米酒 三春駒
【分類】：酒
【アルコール度数】：１５度 【日本酒度】中辛±０
【製造者】：三春酒造株式会社
【製造地】：福島県田村郡三春町
【主な原材料】：米、米麹、
【内容量】：７２０ｍｌ
【保存方法】：常温 【賞味期限】：なし
【JANコード】： ４５７３３８１１８３０４５ 【ＩＴＦコード】：１４５７３３８１１８３０４２

＜おすすめの飲み方＞

そのままでも美味しく召し上がれますが三春駒は
４５℃の燗酒にすると味がよく締まり、食事と合う
タイプの酒質となっております。

燗酒は、世界で見ても大変珍しい飲み方だと聞い
ています。飲む温度によって、酒の表情が大きく
変化します。熱燗も良いですが、人肌程度に温め
て飲むと味と香りが口の中一杯に膨らみ、製品本
来の味わいを存分にお楽しみ頂けます。

＜地域振興のために＞

昔から奥州岩代の国と称されている地区に位
置する岩盤の堅い土地柄の上に製造場があ
り地震の被害が最小限であったのが幸いで
御座いました。花見シーズンの短期間ではご
ざいますが、日本三大桜「滝桜」観光客の激
減や風評被害による売り上げの低迷が続き
大変な状況が続いております。

地場農業支援として、地元農家と当社の主力
商品を開発するにあたり、酒造好適米の契約
栽培を実施、今年で5年目となり地元貢献し

ていくことと地元に愛され続けていくことでオ
ンリーワンの発信を出来るものだと思ってお
ります
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